
大洲市優良工事表彰式
　 7月2１日㈮、市が発注する建設工事において、
特に優良な工事を行った 3業者への表彰式が市役
所にて行われました。受賞した業者は以下のとお
りです。
▽松浦建設株式会社
　工事名：石綿セメント管更新工事（１5工区）
▽中央建設株式会社
　工事名：安場 5地区がけ崩れ防災対策工事
▽株式会社宮元建設
　工事名：市道恋木中道線道路改良工事

四国一周サイクリング
台湾訪問団　長浜地区を通過

　 7月4日㈫に松山をスタートした台湾訪問団が、
7月１0日㈪長浜地区を通過しました。
　愛媛県自転車新文化推進協会と台湾自行車新文化
基金會

かい

との友好交流協定に基づき、台湾訪問団１4人
と県内のサイクリスト26人が交流を深めました。大洲
市からは4人が加わり、知事と一緒に「サイクリング
アイランド四国」の情報発信を行いました。出

いず

海
み

地
区では、「しぐれ」でもてなし、長浜の沿線道路には、
横断幕を掲げ「がんばって」と声をかけていました。

剣道を通じて異文化交流

初の大舞台へ
～肱北スポーツ少年団～

　 7月 9日㈰、第59回大洲喜多剣道優勝大会が大
洲市総合体育館で開催されました。今大会には、
県内の小・中・高・一般のチームのほか、韓国仁

イン

川
チョン

広域市剣道会のチームも参加しました。
　開会にあたり大会長の中川一

かず

則
のり

さんは、「交
こう

剣
けん

知
ち

愛
あい

という言葉のように、剣道を通じて互いに理解
し合い、人格を構成してください。健闘を祈って
いる」とあいさつしました。会場には、選手の大
きな声が響いていました。

　 4月下旬から 5月上旬にかけて開催された「JA
バンクえひめカップ第 2回愛媛県小学生男子ソフ
トボール大会」で、肱北スポーツ少年団が 4位と
いう好成績を収め、西日本大会の出場権を手にし
ました。
　 7月 5日㈬に市役所を訪れたチームの代表者は、
「チーム一丸となって優勝したい」「全力で試合に
臨みたい」と抱負を語りました。
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７
月
10
日
㈪
、
大
洲
消
防
署
で
初
期

消
火
に
協
力
し
た
と
し
て
、
城
戸
彰あ
き
ら

さ

ん
と
向
井
隆り
ゅ
う

二じ

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。
６
月
20
日
㈫
に
徳
森
で
発

生
し
た
火
災
で
、
２
人
は
、
水
道
ホ
ー

ス
を
延
長
し
初
期
消
火
を
行
い
、
隣
接

世
帯
へ
の
延
焼
を
防
止
し
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
向
井
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
、
火
災
に
限
ら
ず
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

消
防
署
よ
り
２
人
に
感
謝
状

第17回　大洲扇面の美展　　～山荘画廊～
　 7月 9日㈰、第１7回大洲扇面の美展表彰式が山荘画廊で開催されました。大洲市内外より多数の作品がよ
せられ、会場には個性豊かな作品が展示されました。入賞したみなさんは次のとおりです。（敬称略）
▽最優秀賞　　　　　　　　　曽根岡　勲

いさむ

　　　　　　　　　　　　　　中野麻
あ

壽
す

美
み

▽優秀賞　　　　　　　　　　中村よし子
こ

　　　　　　　　　　　　　　山中　　智
さとし

▽大洲市長賞　　　　　　　　青野　通
みち

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　原　　京
きょう

子
こ

▽大洲商工会議所会頭賞　　　澤山　繁
しげ

子
こ

　　　　　　　　　　　　　　藤田　　守
まもる

▽大洲商工会議所会員優賞
　　　　　越智　千

ち

春
はる

　　　酒井　紫
し

応
おう

　　　　　上甲　哲
てつ

子
こ

　　　橋田　静
せい

湖
こ

　　　　　増田ツヤ子
こ

▽佳作　　上野　仁
ひと

美
み

　　　梅原　秀
ひで

敏
とし

　　　　　川波千
ち

勢
せ

子
こ

　　　久保田トシコ
　　　　　白石　礼

れい

子
こ

　　　冨永　政
まさ

江
え

　　　　　冨永ゆかり　　　中田　啓
けい

子
こ

　　　　　浜田　隆
たか

美
み

　　　広沢さかえ
　　　　　村上　義

よし

隆
たか

　　　山田　勝
かつ

利
とし

最優秀作品「あざみ」　　曽根岡　勲 最優秀作品「響」　　中野　麻壽美

長
なが

　谷
たに

　清
きよ

　孝
たか

 さん
（大　洲）

元大洲市立平野小学校長

瑞 

宝 

双 

光 

章

　長谷さんは、長年にわたり教育
業務に尽力されたご功績により、
このたび「瑞宝双光章」を受章さ
れました。
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　 7月１5日㈯、「少彦名神社参
籠殿　ユネスコ　アジア太平洋
文化遺産保全賞20１6【最優秀賞】
受賞をともに祝う会記念式典」
が行われました。式典には、日
本ユネスコ国内委員会ほか、大
洲市きらめき大使のたきのえい
じさん、かとうれい子さんも参
加し、記念碑の除幕、記念植樹
が行われました。
　清水市長は、「参籠殿の構造、
意匠などが総合的に評価された
賜物で、地域文化財の保存、伝
承、活用に価値があり、地域の
財産で多くの人に伝えていける
遺産である」と述べました。

　

７
月
27
日
㈭
、
ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
、
平
成
29
年
度
大
洲
え

え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
認
定
書
交
付

式
・
認
定
品
発
表
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
洲
え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

大
洲
市
の
優
れ
た
産
品
を
認
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
産
業
を
活
性
化
し
、

大
洲
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年
よ
り
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
７
月
６
日
㈭
に
は
、
６

回
目
と
な
る
認
定
審
査
会
が
開
催
さ

れ
、
新
規
５
品
目
と
更
新
７
品
目
が
認

定
品
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
清
水
市
長
は
「
大
洲

え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
。
市
外
か
ら
来
た

人
に
お
土
産
と
し
て
買
っ
て
い
た
だ

き
、大
洲
の
魅
力
を
宣
伝
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
定
書
交
付
を
受
け
、
認
定

事
業
者
を
代
表
し
、
㈱
シ
ロ
モ
ト
食
品

代
表
取
締
役
の
城
本
嘉よ
し

一か
ず

さ
ん
が
「
企

業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
商
品

開
発
を
し
て
い
る
。
情
報
の
伝
達
が
課

題
で
あ
る
が
、大
洲
市
の
協
力
の
も
と
、

よ
り
広
く
商
品
を
発
信
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
後
の
認
定
品
の
試
食
会
に
は
、
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
大
洲
の
魅
力
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

おおずニュース

【記念碑除幕式】
手前：清水　裕

ひろし

�市長　　　
中央：日本ユネスコ国内委員会

仙台　文
ふみ

子
こ

�さん
奥：参籠殿修復実行委員長

　　　　清水　英
ひで

範
のり

�さん 【記念植樹】

大
洲
の
え
え
モ
ン
、
召
し
上
が
れ

少
すく な ひ こ な

彦名神社参
さん

籠
ろ う

殿
で ん

　【最優秀賞】　アジア太平洋文化遺産保全賞
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大
洲
藩
鉄
砲
隊
、
土
佐
長ち
ょ
う

宗そ

我か

部べ

鉄

砲
隊
と
豊
後
大
友
宗そ
う

麟り
ん

鉄
砲
隊
に
よ
る

「
加
藤
家
入
部
４
０
０
年
記
念
大
洲
城

火
縄
銃
合
戦
」
が
７
月
23
日
㈰
、
肱
川

河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
肱
川
を

挟
む
か
た
ち
で
、
土
佐
長
宗
我
部
鉄
砲

隊
と
豊
後
大
友
宗
麟
鉄
砲
隊
が
大
洲
城

を
攻
め
、
大
洲
藩
鉄
砲
隊
が
守
る
よ
う

に
空
砲
を
撃
ち
合
い
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
清
水
市
長
は
「
大
洲

藩
鉄
砲
隊
が
結
成
さ
れ
て
３
周
年
に
な

る
。
戦
国
時
代
の
文
化
を
知
る
機
会
が

増
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
鉄
砲
隊
の

輪
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

大
洲
城
火
縄
銃
合
戦
＆
歓
迎
旗
振
り

「第２３回　大洲ジュニアトライアスロン大会」　開催

　 7月30日㈰、「第23回大洲ジュニアトライアスロン大会」が肱川緑地公
園で行われました。大会には、市内のほか、東は兵庫県、西は福岡県から、
個人の部１04人、駅伝の部１3チームの参加があり、選手は猛暑の中、肱川
を舞台として熱い戦いを繰り広げました。

おおずニュース

　

豊
後
大
友
宗
麟
鉄
砲
隊
に
よ
る
大
砲

を
皮
切
り
に
合
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
る

と
、両
岸
か
ら
鳴
り
響
く
大
き
な
音
に
、

会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
大
洲
城
側
に
集
ま
っ
た
約
２
０
０

人
の
旗
振
り
隊
は
、
合
戦
を
応
援
す
る

と
と
も
に
、運
行
３
周
年
を
迎
え
た「
伊

予
灘
も
の
が
た
り
」
を
祝
い
、
大
き
く

旗
を
振
り
ま
し
た
。

　

合
戦
に
あ
わ
せ
て
、
ほ
ら
貝
や
和
太

鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
最
後
に
は
３
隊

が
合
同
で
演
武
を
披
露
し
、
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
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文化財
金
きん

山
ざん

出
しゅっ

石
せき

寺
じ

愛媛県指定名勝
出石寺所有

　金山出石寺は八幡浜市との境にあたる出
いず

石
し

山
やま

山
頂に位置し、出石寺を中心とする一帯は、瀬戸内
海国立公園に属する名勝地になっています。山頂
からの眺望に優れ、石鎚山や大野ヶ原などの四国
山地だけでなく、伊予灘を隔てた中国・九州地方
まで望むことができます。また、周囲には原生林
が残っており、巨木・老木が茂っているほか、植
生も種類が多く、南方系と北方系のものが混生す
るなど植物学上貴重なものとされています。
　金山出石寺は、養老 2（7１8）年、猟師が山頂で
猟を行っていたところ千手観音像が現われ、そ
れをこの地に祭ったのが始まりと伝えられていま
す。今年は開山１300年の記念すべき年にあたり、
秘仏である御

ご

本
ほん

尊
ぞん

も50年ぶりに御開帳されます。
（昭和26年１１月27日指定）

野　鳥
コサギ（小鷺）
ペリカン目サギ科
全長　61㎝

　河川や水田、背丈の低い農地と、あらゆると
ころに生息する白サギの仲間です。同じ仲間と
の違いは、足の指の部分が黄色く、くちばしが
１年中黒いことです。また、繁殖期には後頭部
に 2 本の飾り羽が出て、目元や指はピンク色に
ドレスアップします。
　なぜ、足の指だけ黄色いのか。観察していると、
狩りの仕方がとてもユニークで、浅瀬でまるで
ドジョウすくいをしているかのように足をプル
プル震わせ、獲物を追い出します。そうして驚
いた魚達が飛び出したとき、長く伸びた首とく
ちばしで素早く捕らえます。 １億数千万年の昔
から、それぞれの環境に適応して進化して来た
野鳥達を見ていると、それぞれ違った多くの特
徴を見つけることができます。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

シリーズ

鶴川・キース・亜
あ

星
せい

　さん
アメリカ　カリフォルニア州出身
「気がつけば、私がALTにな
ってもう3年目に入りました」

　

中
学
３
年
生
は
、
将
来
の
進
路
に
つ

い
て
考
え
る
時
期
で
す
。
中
学
生
の
と

き
の
私
は
、
将
来
何
を
し
た
い
か
を
全

く
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

の
人
た
ち
は
私
を
見
て
、
そ
う
は
見
え

な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。
昔
の
将

来
の
目
標
は
何
で
し
た
か
。
望
む
仕
事

を
手
に
入
れ
て
い
ま
す
か
。
あ
な
た
は

仕
事
が
好
き
で
す
か
。

　

日
本
語
に
は
、「
キ
ャ
リ
ア
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
の
経
験
や

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人
を
表
現
す

る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
が
、
英
語
で
は

異
な
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
か
ら
質

問
を
し
ま
し
ょ
う
。
仕
事
と
キ
ャ
リ
ア

の
違
い
は
何
で
す
か
。
多
く
の
人
が
同

じ
こ
と
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
少
し
違
い
ま
す
。 

「
仕
事
」
と
は
、
生
き
る
た
め
に
す
る

こ
と
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は

「
必
要
な
こ
と
」
で
す
。
例
え
ば
、
一

般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
食
費
、
生
活

費
、
教
育
費
な
ど
を
支
払
う
た
め
に
働

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
仕
事
」
に
な
り

ま
す
。

　

一
方
、「
キ
ャ
リ
ア
」
と
は
、
仕
事

と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
お
金
に
関
係

な
く
そ
の
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
や
、
幸

せ
に
な
り
誇
り
を
持
っ
て
、
仕
事
に
心

と
魂
を
込
め
て
働
く
こ
と
を
言
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
働

く
こ
と
は
「
キ
ャ
リ
ア
」
で
あ
り
、
毎

日
誇
り
と
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
多
く
の
生
徒
は
、
将
来
の
こ
と

で
よ
く
悩
ん
で
い
ま
す
。
私
の
場
合
、

悩
ん
で
い
る
生
徒
に
は
「
あ
な
た
は
今

で
き
る
こ
と
に
集
中
し
て
く
だ
さ
い
」

と
言
い
ま
す
。
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
し
た
り
、
い
く
つ
か
の
大
学
を
卒
業

し
た
り
、
世
界
を
旅
し
た
り
、
自
分
自

身
を
磨
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
得

た
り
し
て
、
適
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ

け
る
た
め
に
11
年
も
か
か
り
ま
し
た
。

福
岡
出
身
の
父
が
よ
く
言
っ
て
い
た

「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
の
に
遅
す

ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
人
生
は
レ
ー
ス
で
は

な
い
の
で
、
時
間
を
か
け
て
や
り
た
い

こ
と
や
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

ほ
し
い
で
す
。

ＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
キャリアは仕事か
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　大洲の秋といえば、いもたきでしょう。開催日初
日はいもたき初煮会を開催し、１,000人分のいもたき
を無料で配布しています。青年部では、模擬店を出
店し、から揚げや、かき氷の販売を行います。
　初煮会では舞台が設置されて、よさこい演舞や、
歌謡曲が披露されます。ぜひ、会場に足を運んで、
大洲の風物詩を楽しんでみてはいかがでしょうか。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【 8 月号のクイズ解答・解説編】
  7 月から 8月の間、大洲で花火が上がる日は何日
あるでしょうか。

①　 5日
②　 6日
③　 7日

正解…③

解説… 7月の水天宮、新谷夏祭り、 8月の大洲川ま
つりが 2日間、ながはま赤橋夏まつり、鹿野川夏ま
つり花火大会、最後が、かわべふるさと祭り花火大
会。なんと、 7日も花火が見られます。バラエティ
豊かな場所で花火が上がります。特徴的なのは鹿野
川花火大会ではないでしょうか。爆音花火大会とし
て有名で、花火の音の大きさで言うと日本一かもし
れません。

【今月のクイズ】
　いもたき初煮会では１,000人分のいもたきを無
料で配布しています。いもたきに使用するサト
イモは何kgでしょ
うか。

　①　��40㎏
　②　��80㎏
　③　１20㎏

※�今月のクイズの答えは、広報おおず１0月号に掲載します。

シリーズ

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～
　

男
女
が
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
こ
と
を

目
的
に
、
第
22
回
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会
が
6
月
20
日

㈫
、
松
山
市
の
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
の
青
野
慶よ
し

久ひ
さ

さ
ん
に

よ
る
「
経
営
戦
略
と
し
て
の
働
き
方
改

革
〜
個
性
を
引
き
出
す
人
事
の
考
え
方

〜
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
で
青
野
さ
ん
は
、
過
去
に
経
験

し
た
社
員
が
辞
め
て
い
っ
た
事
例
を
踏

ま
え
、
働
き
方
を
変
え
る
必
要
性
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
働
き
方

へ
の
改
革
を
実
施
し
な
い
会
社
は
社
員

が
辞
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
、ま
た
、

給
料
を
上
げ
て
さ
え
い
れ
ば
大
丈
夫
だ

と
い
う
考
え
方
は
間
違
い
で
、
働
き
が

い
や
給
料
以
外
の
報
酬
も
重
要
に
な
る

と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
は
、「
ひ
め
ボ
ス
が
未

来
を
つ
く
る
〜
変
え
る
、
変
わ
る
。
ワ

ー
ク
ス
タ
イ
ル
〜
」
と
題
し
た
て
い
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

理
事
の
徳と
く

倉く
ら

康や
す

之ゆ
き

さ
ん
は
「
働
き
方
に

制
約
が
つ
い
て
い
る
こ
と
や
、
従
業
員

の
価
値
観
は
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
を

き
ち
ん
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
洲
市
か
ら
は
、
大
洲
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
の
会
員
と
第
13
期
お
お
ず

女
性
塾
の
塾
生
ら
合
わ
せ
て
15
人
が
参

加
し
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
よ
う
と

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

と
も
に
考
え
、
と
も
に
実
践
す
る

～
第
２２
回
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
～

13 広報おおず 2017年９月号


